






人 の う こ き

(束大数養 )

唐 木 事比古 氏 7月 1日よ9東 大計算磁 センターの助手に就戦O

投 野 太 郎 氏 8月51日 プ リンス トン大学 へo

斉 藤 基 彦 氏 9月1日 マ ンチェス ター大学 へ｡
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効果

7/1 土 井 高 夫 氏 Teのバン ド構造

7/8 楠 正 美 氏 貴金属の登光における多体効果

6/50 Dr. C DeDominicis

StatisticalEtJlechanics in Termsofa)1･relati'on
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TRe胤Ormaglil.atiopiStationaryFormulation

and Entropy-
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プ レプ リン ト案 内

(東北大エ ･桂研 )

M.Takahaslli,

ExactSolution of theOne-DimensionalElectron Gaswith

Delta-Function ∫nteraction atFinite Te叩 erature.

J.G.RamosandA.A.Gomes,

Remarkson tlheRetarded,Advanced a'nd Thermodynqmics

Green'SFunctions.

J.G.艮amosandA.A.Comes,

Remarks on Decoupling Procedures､inGreen'sFunction

Theory ofFerromagnetism Forら-1/2

Y.Karaki,

RelationBetween theDistribution ofZeros ofPartition

Function and.Phase Transition in the lsingModel.

M.ど.CoH ins,

SeriesExpantions for柁igh-TemperatureDynamics of

托eisenberg Paramagnets.

∫.BernasconiandFFranz氏ys,

CriticalBehaviorofaa/iagneticAiloy･

M.Takahasbi,

One-DimensionalHubbardModelatFinite Temperature.

M.Suzuki,

OnAbsenceofSpontaneotispMagnetization inOne-and

Two-DimensionalHeisenbergFerromagnets.
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ブレブリント案内

R.∫.Baxter,

PartitionFunction oftheEight-VertexLatticeModel.

R.∫.Ba∑ter,

One-DimensionalAnisotropic技eisenbergChain.

M.Suzuki,
■

RelationshipamongExactlySolubleModelsofCritical

Phenomena 1- 2D IsingModel,DinerProblem,and

theGeneralizedX Y-model-

海外 だよ り

松 田博嗣 様

堀 ~博 一氏から絵田博嗣氏へ

1971.7. 12.

今 イタ リーの Triesteの国際理論物理 ヤングー(l･C･T･P)に来 て

い ます0 7月の末 に 7ランスの Rennesで開 かれるPhonPn中 国嘩会議yC出

席 するため出かけるほかは ,8月末 までこ にゝ滞在 す る予定 です｡ ここを訪れ

るのは素粒 子,原子核関係の 人が多いの ですが .物睦関係 でも.昨年春松原 ,畳

沢 の両氏が来 られ ま した し,それ以酢に も来 られた方があーるか もしれません｡

しか し多分物性関係 で比叡的長期間滞在す るのは私が始 めてではないかと思い

ますの で,折にふれて L q･T･Pについて報告 しま しよ うo

l.C.T.Pは Triesteの町か ら8Km ほ ど離 れ た ところに ある ,

Miramare公園 とい う広大 で又美 しい公園の とな 9にあ って,線 濃 い森に囲 ま

れ た静 かな̀一角 です.町 か らここまでは sunba紬erたちが群がる海水浴場 が

ずっと続 いていて,毎 日-ホテルか●ら大 いに眼の 保泰 をしなが ら通 っています.

海 水浴場 が今 シーズ ンの最盛期 であるの とパラレルに , I.C.T.P.も夏
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海外だ よ少

の学校や シンポジウムの最盛 期 で ,目下多分 5･ロん 60^の理論物理 屋 が集ま

っていますo とくに ,developing countri昌益-･の若 い研究者 を秦成 して ,

これらの国におけ る理論物理の水準 を高め るの が 1.C.T.Pの最大の 目的

の 1つになってい るの で,ア ジア ･アブ-I)カの新興国 の人たちも多 く,国際的

な雰囲気にみちています ｡ 来 てから｢週間 もた-ゝ 覆い中に韓国 ,イン ドネ シア,

タイ ,イン ド,パキス タン.･ガーナ,イスラエJL,,スペ インな どの人た ちとも

知 9合いにな9,∫.C.T.Fの カフェテ l)アヤ町 の レス トランでよくぶ っ

か って ,いろIJlろ面白い話 を きい七います｡今私 と同 じ部屋 にい るのは素粒子

をやってい るパキスタンのBari氏 と,格子力学∵菅や っているオランダの

Sui･tr･･氏一･で.今朝一はバスの中で Suit氏 と一諸 にな D,_融解の問題 を今つつい

ているのだがそれについての あなたの ideaを きかせ てJ息_しい といわれて開 口

しま したo ∫.C.T.Pに着いてさっそ く彼 のやろ うとしていることをきい

て ,一応即席の意見 をい ってお きま したが ,日本 で も枚 田 さんをは じめ多数の-

た ら,後 目さんなどのそれについての T)プ1)ン トか プレプ リン トがあ ったら送

って もらって く一れ とたの まれ ま した｡ 折返 し私 あて文献 をお送 9･いた ゞければ

有難 く存 じますO彼の ideaは ,ランダムにholeが 入 った結晶の潜 散卦線 を

計算 し,音適 が0にを尋よ,,うなholeの繰庶 葱求め私 らどうしか,とめ タの です

が ,如何 なもの,軍 巨よ うかo

今年は固体物理の夏のwo､rkshopとい うのが開 かれていで,一現在す で,JK

waller,Grimvai,Flor,e◆S,Lu.kesな どが来 ています｡近 い-うちに

Lundqvistをはじめも､ぅと多数の研究者が釆 るはずです｡ 今の ところWa･Her

先生が もっぱ ら世話役菅や ってい て,先週は Lukes が 5回 にわたって除有髄

数 の localizationの話 を しま した｡Andersonモ デ ル にかける電気伝導のさ.

計算 で ,2捧Green 関数 を計算 す ることに よって bandの 中心 で伝導度 が 0

に なるⅤ/Ⅳの臨界値の上下限 を求め ると,上限 としてAndersonの得たⅤ/W

の臨界値に近い値 が得 られ ,したが ってAndersonの 意味 での localization

が起 ることと,電気伝導 が Dにな ることとは同等 であるこ-tにな る,とい うの

が彼の主張 です｡今週 は私が phase theory か らみた localization の話

と .札幌 で藤田君 と少 しづつやってい たAndersonの selト energyとstate
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海外だより

ratio お よび secularmatrixの 主小行列式 との関係の話 ,それ に こちら

へ来 てから少 し考 えた nextnearestneigh bour interactionが ある場合

のd~egreeof'･l･･o如 li左ationの measureの話 をすることになっています.

産品dersonの localizationと践 々が考 えてい る localization との関係

を酪 らかにす ることは大問題 で .これ らの話がそのい とぐちに在D得 るか どう

か.まだ見通 しがたったわけではあ Dませんが,tValler先生がぜひ話を しろと

い うし,さ やゝかながらきちん とした結論 が得 られてい ることだか らまあいい

だ ろ うとい うわけです｡ これ らの ことについて先週 Lukesと大分議論 しま した

が ,彼は phase t.heory 牽ほ とんど知 らないのになかなか suggestive を

1意見 をい って くれて大いに参考にな Dま したO､Lukesは Econombu-Cohen

'め 仕事 などyCも興味 を もってか 9,松 田さんや石井 さんが こ こにいたらもっと

もっと議論 がはずむだろ うに ,と残念に思 っています｡一

来 てから-2･,5日は全 く7 リ二で,久 しぶ Dで思 う存分 自由をたの しみなが

ら ゆった bした気分 で もめ を考 えるこ■とが できま したが,先週末 からは イスラ

エ ルの Cohen了につ かまって b.C .C と f.C.C格子における impurity

-inducedab so一ptionの計算についての意見を きかれた D,その他上記の よ

うな次第 で,結構忙 しくな 9ま した｡ しか しそれはそれ で得 ることが大いにあ

bます し,何 よDもadministrationからの解放感は最 もあDがたい もので

す.Triesteは気候 もよい し,たべ もの もうまい し,国際会議yC行 くよDもこ ･= ･.

こ でゆっ くbものを考 えた D,いあん な人 とわ接触 なたの しんでいる方がいい
.1

よ うな気が して きま したが,まあ行けばそれだけの ことは参 るだろ う,Jとと:ち

すれば不精になDが ちな気分 にムチを うってい る次第 です｡

堀 淳 一
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正 誤 表

物 性研究 1971 6月 Vol 16 Jra5 p580

1次元 Ising 陰型の 状態和の零点分布 一

第 2近接相互作用 と-股のSの場合′

東 北大 ･エ 桂 塵 俊 ･大 南 正 人

頁

釈

正

行

ー

K

uticq

ー

ノ
否

′
巨

i

/

読

uTrJ
eC+

ー

K e上c/2･eK-C

e

正

4K+C_eCA ｡-4K

ec4 1 {%

e-4K- e-C4 e

i5-ieK(eC+e~C)+1日 2+i(eK-1)(占C+e-a)+(e21Le-2K)ii

-e-2K(6虹 1)5(eK+1)-0

i5-ie4K(eC+e-C)I+1日2+i(e4K-1)(eC+e~C)+(e8K-e-8K))i

-e-8K(e4K-1 )5(e4K+1)-0

587 Fig.4 図 中の数 字

誤 -1.0,-0,1. -ODつ, 0.01 0.01, 0.1. 1.∩
正 -025,-OD25,-0.0025,OD,0.0025.0.025,025
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掲 示 板

基 研 計 算 費 に 関 す る 公 募

京都大学基礎物理学研究所

所長 牧 二 郎

昭和 46年産第 2回 目の小額計算餐使用計画を下記の要領で募集しますO

記

1.使用条件 a.'1件当 り5万 円以内

使用期間は 1971年 9月より1972生5月末 日迄

b.基藤物理学の研究の冬めの計算であることo

トC.小額計算費の趣 旨に沿･T,)て扇ることo

d.使用後必ず報告す ること､n

*1,970年 7月 2日 ,5首,1..971年 7月 1日 ,2日の基研

研究部 員会議議事録参照

2. 申し込み受付け

1971年 9月.1日より11月末 日迄

但し予算額 (15万円)常 連した ら受付けを締切 ります0

5. 応募方法 - 名前 ,所属 ,研究課題名 と餅究計画 をA4版 1枚に書いて

{21細 ×'A-50_cm)

下記宛お 申し込み下さいo(黒 インキ使用の こと)

I
占 06 京都滞左京区北 白川追分町-.

･l･東都大学基礎物理学研究所

計 算 費 委 員 会

附 託

1. 別に1971年 12月～1972年 2月に申し込みを受付ける枠 15万

円の予算があ り ,その募集を 11月に行いますo (使用は 1971年皮内)

2.研究部員会議で ｢基研は計算費の超嘩使用分は支 払わ葱い̀｣ と決め られ

5. 同一 の研究室か ら多数の申痘込みがあるとか ,同じ研究者の申し込みが

続 く場合等には計算費委員秦で調整 させていただ きます.

-?ロ8- -609-
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編 集 , 後 記

こ ,数年来 ,若手研究者の就職事情は とみに悪化 している0 10年程前の理

工系増 員ブームに よってか .ゝいか ぐされて来た矛盾は更に拡大された形で露呈

された O 驚蕃主義社会 自身 と同様 ,その一部である研究者社会 も常に拡張して

いないと破綻を来す ことは当然まぬがれえない｡その結果生ずる研究上のひず

み ∵ 歪んだ業績主義等 もー層激しくなる ことだろ うO 研究者のサラ1)-マン

化 も著 しくなるに違いないO
h～

そのよ うな情況下での木誌の便余は前号編集後記H.JM/氏のいわれるように

｢真実を求めるための研究活動を互にぶっつけあう生 々しい場｣であることは大変

意義深いが ,もう～面 ,数年前の ｢研究体制特集｣のような性格の重要性 も増して

来ているo

今 日はオ 1)ジナ)i,ではないが物性若手グループ事務吊の御厚意匿より,｢物性若

手グル-プニュース<就職問題特集号>｣(71毎6月)から賀料を転載させて頂

いたO前の特集の軸方大学や共同利用研の問題 と共に活徹夜議論が奉ることを期待

しています∩ (T.0)

物 性 研 究

第-16巻 第 5号

1971年 8月 20日発行

発行人 松 田 博 嗣 ,

京都請左京区北白川追分町

京都大学像)順己念館内 ･

印刷所 - 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町室町商人

TELW 1659､紐)4789

発行所 物性研究刊行会

京都市左京区北白川追分町

京都大学湯川記念館内
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SUPPIJE叫ENT

ofthe

ProgressofTheoreticalPhysics

1955 No. 1. CollectedPapersonMesonTheory.I(IntroductionbyS.Tomonaga)
No. 2. CollectedPapersonMesonTheory.II(IntroductionbyH.Yukawa)

1956 No. 3. MesonTheory.Ill- NuclearForces- (IntroductionbyM.Taketani)
1957 No. 4. RelativisticHydrodynamicsoftheDiracMatter･----･T.Takabayasi
1958 No. 5. AnomalousMagneticMomentoftheNucleon･･,･･･････････E.Yamada

PionTheoryoftheAnomalousMagneticMomentoftheNllCleon‥
-･------------･--------･--･H.Hasegawa

PhenomenologicalTheoryofPion-Nu.cleonReactions‥‥.‥‥.‥‥

-----･-･.---- S･Hayakawa,M･Kawaguchi& S･Minami
A New MathematlCalFormulationofQuantum Mechanicsin the

FrameworkofWave-PacketTIleOry..-.--.M.Namiki& 氏.Iino
No. 6. OriginofCosmicRays--･--･S･Hayakawa,氏.Ito& Y.Terashima

TheLateralandtheAngularStructureFunction,sofElectronShowers
‥‥.‥..‥‥---‥-------･-K.Kamata& ∫.Nishimura

No. 8. HypotheticalVelocityMeasurementsofaDiracParticle..･.･･..Z.Koba
SomeFeasibleTestsofQuantum ElectrodynamicsatSmallDistances

‥‥‥‥‥‥.‥‥‥‥‥‥‥..‖‥‥.‥‥‥‥‥..S.C.Frautschi

NuclearMomentsandConfigurationMixingI.I...I........日.....

----------- ･---.- H･Noya,A･Arima& H･Horie
1959 No. 9. Non-LinearFieldTheory(IntroductionbyH.Yukawa)

No.10. High Polymers(IntroductionbyJ.Furuichi)
No･11･ A CompositeTheoryofElehentaryParticles--･--I･･Y･Yamaguchi

A ModelofStronglnteractions--- ---･.----･Y.Yamaguchi
PresentStatusoftheLowEnergyNuclearPhysics-NoteofaLeci･ure

GivenattheInstituteforNuclearStudy,TokyoUniversit･y,on

September7,1959- --.････--･･-･-･--･-･Ⅴ･F･Weisskopf
TheWavePacketInterpretationOftheScattering･･･..日.T.Sasakawa

N0.12. ExcitonProblem (IntroductionbyT.Muto)
1960 No.13. GeneralTheoryandNumericalTablesofClebsch-GordanCoe氏cients

･･･････････････････････････:･･････.･.･････････････T･Shimpuku
SpinorFieldand∫tsTransformatlOn5----･---‥‥.‥Z.Tokuoka

No.14. Propertiesofd-ElectronsinComplexSalts ･･･...･....日.........
-- ---･-----･---･M･Kotani,Y･Tanabe& S.Sugano

No.15. Many-BodyProblem ---･-･---･-･･----‥‥‥‥‥‥‥.
･･･.N.Fukuda& Y.Wada:T.nato,T.Kobayashi& M.Namiki

No.16. Cosmic-RayPhysics ･･･････日日･･････日.･,･･･...･･･.日._.....日.
･--IⅠ･N.S.ASgroup:Ⅰ.N.S.Emulsiongroup:S.Hayakaw･aetal.

1961 No･17･ Biophysics---･･----･･-- -------.-･-- S･Okaetal･
No.18. Parametric∫ntegralFormulasandAnalyticPropertiesinPerturbatioq

Theory･････:.････････････････････････････････.I:･,N･Nakanishi
WightmanFlユnCtlOnS,RetardedFunctionsandTlleirAnalyticCon-

tinuations‥‥‥...‥‥.‥..‥‥.‥‥...‥.‥....‥..‥.H.Araki

No.19. StructureofElementaryParticles.･･･.I..･･I......･....S.Sakataetal.
No･20･ OriginofCosmicRays･.･･･.･･････V･L Ginzburg&S･I･Syrovatsky
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